
７

市
町
村
の
昼
間
人
口
（
従
業
地
、
通
学
地
に
よ
る
人
口
が
統
計
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
八

条
の
規
定
に
よ
り
前
年
度
末
ま
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
国
勢
調
査
の
う
ち
最
近
の
も
の
の
結
果
に
よ
る
当
該
人

口
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
当
該
市
町
村
の
常
住
人
口
（
当
該
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
官
報
で
公
示
さ
れ
た
人
口
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
除
し
て
得
た
率
が

一
・
一
を
超
え
る
市
町
村
の
第
三
項
及
び
第
五
項
の
人
口
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
昼
間
人
口
か
ら

常
住
人
口
に
一
・
一
を
乗
じ
て
得
た
人
口
を
控
除
し
た
人
口
の
二
分
の
一
の
人
口
（
一
人
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）を
同
項
の
人
口
に
加
え
た
人
口
と
す
る
。

７

市
町
村
の
昼
間
人
口
（
従
業
地
、
通
学
地
に
よ
る
人
口
が
統
計
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
八

条
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
最
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
当
該
人
口
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
当

該
市
町
村
の
常
住
人
口
（
当
該
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
官
報
で
公
示
さ
れ
た
人
口
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で

除
し
て
得
た
率
が
一
・
一
を
超
え
る
市
町
村
の
第
三
項
及
び
第
五
項
の
人
口
は
、前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

昼
間
人
口
か
ら
常
住
人
口
に
一
・
一
を
乗
じ
て
得
た
人
口
を
控
除
し
た
人
口
の
二
分
の
一
の
人
口
（
一
人
未
満

の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）を
同
項
の
人
口
に
加
え
た
人
口
と
す
る
。

８

市
町
村
の
廃
置
分
合
若
し
く
は
境
界
変
更
が
あ
つ
た
場
合
又
は
市
町
村
の
境
界
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
当

該
廃
置
分
合
若
し
く
は
境
界
変
更
又
は
境
界
確
定
後
の
関
係
市
町
村
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
告
示
し
た
人
口
を
基
礎
と
し
て
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
当
該

市
町
村
に
係
る
昼
間
人
口
及
び
常
住
人
口
に
相
当
す
る
人
口
と
し
て
算
定
し
た
人
口
を
そ
れ
ぞ
れ
前
項
の
昼
間

人
口
及
び
常
住
人
口
と
み
な
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

８

市
町
村
の
廃
置
分
合
若
し
く
は
境
界
変
更
が
あ
つ
た
場
合
又
は
市
町
村
の
境
界
が
確
定
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
廃
置
分
合
若
し
く
は
境
界
変
更
又
は
境
界
確
定
後
の
関
係
市
町
村
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令
第

百
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
告
示
し
た
人
口
を
基
礎
と
し
て
同
項
の
規
定
に
準
じ

て
当
該
市
町
村
に
係
る
昼
間
人
口
及
び
常
住
人
口
に
相
当
す
る
人
口
と
し
て
算
定
し
た
人
口
を
そ
れ
ぞ
れ
前
項

の
昼
間
人
口
及
び
常
住
人
口
と
み
な
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

﹇
９

略
﹈

﹇
９

同
上
﹈

附

則

附

則

﹇
１
〜
４

略
﹈

﹇
１
〜
４

同
上
﹈

５

福
島
県
南
相
馬
市
、
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並
び

に
相
馬
郡
飯
舘
村
に
対
す
る
平
成
三
十
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
自
動
車
重
量
譲
与
税

の
算
定
に
係
る
第
三
条
第
六
項
本
文
及
び
第
七
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同

条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
条
第
六
項
た
だ
し
書
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

５

福
島
県
南
相
馬
市
、
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並
び

に
相
馬
郡
飯
舘
村
に
対
す
る
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
条
第
三
項
及

び
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
の
人
口
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平

成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
当
該
市
町
村
の
人
口
に
、
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
住

民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数

を
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
同
法
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
で
除
し

て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
人
口
と
す
る
。

第
六
項

前
年
度
末
ま
で
に
官
報
で
公
示
さ
れ
た
国

勢
調
査
の
う
ち
最
近
の
も
の
の
結
果
に
よ

る
人
口

平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ

る
当
該
市
町
村
の
人
口
に
、
平
成
二
十
七

年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
住
民
基
本
台
帳

法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）

に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
者
の
数
を
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十

日
に
お
い
て
同
法
に
基
づ
き
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
で
除
し
て

得
た
率
（
次
項
に
お
い
て
「
特
例
率
」
と

い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
人
口
（
次
項
に
お

い
て
「
特
例
人
口
」
と
い
う
。）

第
七
項

昼
間
人
口
（
従
業
地
、
通
学
地
に
よ
る
人

口
が

特
例
昼
間
人
口
（

に
よ
り
前
年
度
末
ま
で
に

に
よ
り

国
勢
調
査
の
う
ち
最
近
の
も
の

平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査

当
該
人
口
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次

項

従
業
地
、
通
学
地
に
よ
る
人
口
に
特
例
率

を
乗
じ
て
得
た
人
口
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
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